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無菌性化膿性肉芽腫により
重度気管狭窄を生じた
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1)犬・猫の呼吸器科

2)川畑動物病院
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症例

ポメラニアン

未去勢オス

7か月齢

主訴：呼吸困難、胸部異常影、遷延性咳嗽
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来院経緯および問診
来院経緯

・来院1カ月前より急に元気消失

・その1週間後より咳嗽、呼吸困難、右前中肺野無気肺、

気管狭窄を認め、抗生剤を投与するも2週間、CRP高値、

白血球増加が続き、精査希望の為当院呼吸器科を紹介受診

問診

・動くことが少なく横臥状態

・呼気性喘鳴あり

・くしゃみ/鼻汁なし

・いびきなし
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身体検査
BW: 1.28 kg(BCS5/9)

T：39.4oC P：88回/分 CM(－) R：16回/分

呼吸様式 努力呼吸なし

異常呼吸音 異常なし

聴診 異常なし

その他 沈鬱状態
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来院時呼吸様式
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呼気性喘鳴様の咳嗽
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WBC 34400 /µl BUN 8.4 mg/dl CRP >20mg/dl 

Sta 344  /µl Cre 0.1 mg/dl

Seg 27692 /µl ALT 21 U/L

Lym 4644  /µl AST - U/L

Mon 1376  /µl Tchol - mg/dl

Eos 344 /µl GGT - U/L

Bas 0 /µl ALP 389 U/L

RBC 464 x 104 /µl ALB 2.5 g/dl

Plate 43.6 x 104 /µl TP 6.5 g/dl

Hb 10.8 g/dl Glu 78 g/dl

PCV 30.0 % TG - mg/dl

CBC 生化学 CRP
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動脈血ガス分析

pH 7.40 (7.35～7.45)

Pco2 37 (mmHg) (29～39)

Po2 89 (mmHg) (80~100)

[HCO3
-
] 22.5 (mmol/L) (19~25)

Base 

Excess
-1.4 (mmol/L) (-5～+１)

AaDo2 16 (mmHg) (0~20)
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CXR





Veterinary Respiratory Medicine and Surgery

Study Group

透視検査
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鑑別疾患

・部位：
上気道、中枢気道
末梢気道/肺実質

・病態カテゴリー：
閉塞
炎症
感染

・気管狭窄

-気道異物（気管内異物）

-気管気管支リンパ節腫大

-リンパ腫

-良性気管狭窄 -炎症性

-非炎症性
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気管・気管支鏡検査
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気管ブラッシング検査

Neu:33.8%
Eos :3.6%
Bac :(ー)



Veterinary Respiratory Medicine and Surgery

Study Group

暫定診断

気管外腫瘤状病変の管外性圧迫による

気管狭窄

（化膿性または肉芽腫性疾患・

好酸球性疾患・リンパ増殖性疾患疑い）

治療

ステロイド療法：プレドニゾロン2.0mg/kg
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経過
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経過

第1病日 第7病日
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経過

第7病日 第11病日
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経過

第11病日 第13病日
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転帰

第13病日 前縦隔部腫瘤状陰影拡大、気管狭窄進行
飼い主との協議にて退院

第14病日 自宅にて死亡

第15病日 川畑動物病院にて剖検実施
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剖検時CT
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剖検：気管周囲腫瘤-肉眼所見

頭側 尾側
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病理所見-気管周囲腫瘤

化膿性肉芽腫：
大小様々な膿瘍形成、それを取り巻く広範な肉芽増生あり
膿瘍内部には壊死物、多数の好中球、少数のマクロファージ、好酸球が貯留
異型性なし、細菌塊なし

画像提供：（株）アマネセル
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剖検：右前葉内側面-肉眼所見
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病理所見-肺

肺炎：
肺実質の広範囲を置換する好中球やマクロファージなどの炎症細胞浸潤
肺胞壁は線維増生により肥厚、一部リンパ球、形質細胞あり、
マクロファージが小結節状をなす肉芽腫あり
異型性なし、感染性病原体なし

画像提供：（株）アマネセル
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最終診断

胸腔内無菌性化膿性肉芽腫により生じた

管外性圧迫による気管狭窄
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考察

・犬の化膿性肉芽腫は異物などにより惹起され発症する場合と
原因不明（特発性）に発症する場合が報告されている
本症は若齢で手術歴もなく、特発性であると推測された

・化膿性肉芽腫は免疫学的異常であると示唆され
ステロイド療法や免疫抑制療法により改善することが多いが
本症はステロイド療法に反応が乏しく
救命のための手段の検討が必要であると考えられた

・管外性圧迫による気管狭窄が生じた場合、
原因として化膿性肉芽腫を鑑別に考慮すべき


